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款 01 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 2号補正 （単位：千円）

議会費 項 議会費 01 議会費 所属 0101011200-0000 議会事務局

事業

0001 議員人件費 (簡略番号：000004) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 △7,400 53,828 46,428 8,793 37,636

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他
事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】現在職議員10人分の報酬・期末手当・議員共済会経費を計上するもの。 01 報酬 △4,368 △4,368 16 公有財産購入費

補助単独区分 目的区分 議会費 一般財源 △7,400 53,828 46,428

　①R6.2.1付で出された鳥取県中部地区特別職報酬等審議会の答申は、R6.4.1から報酬額の 03 職員手当等 △1,485 △1,485 18 負担金､補助及び交付金

　【補正の必要性】以下2点の理由から、実績見込額に基づき所要の減額補正を行うもの。 02 給料 17 備品購入費

　検討を重ねた結果、議員の総意により湯梨浜町議会では答申に沿った報酬改定を行わず、 05 災害補償費 20 貸付金
　改定を行う旨が示され、当初は答申に沿った形で報酬改定を行う予定であったが、議会で 04 共済費 △1,547 △1,547 19 扶助費

　・報酬据え置きによる影響額　△3,025千円 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　令和6年度は従来の報酬額を据え置くこととなった。 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　・退職による影響額　△4,375千円 09 交際費 24 積立金
　②令和6年度から議員数が1人減となり、現在職議員数が11人から10人に変更となった。 08 旅費 23 投資及び出資金

　・議員共済会負担金（給付費負担金）　△1,547千円 11 役務費 26 公課費
　【補正の内容】・議員報酬　△4,368千円　・議員期末手当　△1,485千円 10 需用費 25 寄附金

13 使用料及び賃借料 予備費
　 12 委託料 27 繰出金

　地方自治法第６章議会（第89条～第138条） 15 原材料費 合　計 △7,400 △7,400
　湯梨浜町議会の議員の報酬及び旅費に関する条例、湯梨浜町議会委員会条例、湯梨浜町議

２．根拠法令 14 工事請負費

３．用地の状況

　会会議規則、湯梨浜町議会議員の報酬等の特例に関する条例 財源 科目コード 科目名称 今回補正額

　【SDGｓ】目標11「住み続けられる まちづくりを」
　【湯梨浜町性別にかかわりなく誰もが共同参画できる社会づくりプラン】

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】「共に支え合う 町民が主役のまちづくり」（住民参画社会の推進）

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】令和6年度は従来の報酬額を据え置くこととなったこと。またR5年度末1
　人退職による現在職議員10人分の報酬・期末手当・議員共済会経費を実績見込により、減 補助金等の名称

　　重点目標2「地域・社会活動における女性の活躍推進」

01款 01項 01目 000100000事業 議員人件費

　額補正を行う。△7,400千円 補助基本額 補助率 補助金額
　【補正の効果】実績見込み額に基づく適正な議会運営が図れる。

実施
計画

実施計画
６．財源の説明 計 上 額
　【一般財源】△7,400千円

－1－



－2－

款 02 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 2号補正 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 02 文書広報費 所属 0101010900-0000 デジタル・みらい戦略課

412 831 1,243 1,243

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 6. 9.30 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 412 831 1,243

事業

0213 町勢要覧作成事業 (簡略番号：000869) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　町制施行20周年にあたり発行する町勢要覧2024に海外PR用の英語版を追加して発行する。 02 給料 17 備品購入費
　【補正の必要性】 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　ハワイ郡との交流やグラウンド・ゴルフ国際化をはじめ国際交流に関する取り組みに活用 04 共済費 19 扶助費
　し町への国際理解の深化を図る。 05 災害補償費 20 貸付金
　【補正の内容】 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　委託料412千円　　英語（概要）版：A４　12ページ　500部 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
２．根拠法令 09 交際費 24 積立金

10 需用費 25 寄附金
３．用地の状況 11 役務費 26 公課費

12 委託料 412 412 27 繰出金
４．基本計画との関連 13 使用料及び賃借料 予備費

14 工事請負費
５．本年度の計画効果 15 原材料費 合　計 412 412
　【本年度の計画】
　町勢要覧「本編」2,000部と「資料編」1,000部に加え「英語（概要）版」500部を発行。 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　デジタルデータを町ホームページから閲覧可能とし、自治体案内の総合パンフレットと
　して広く活用していく。
　【事業の効果】
　町の情報をわかりやすく発信し関心を持っていただくことができる。

６．財源の説明
　【一般財源】　412千円

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

02款 01項 02目 021300000事業 町勢要覧作成事業



款 02 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

実施
計画

実施計画
計 上 額

02款 01項 03目 006000000事業 財政調整基金積立金

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

６．財源の説明
　【一般財源】　52,420千円

　【本年度の計画】
　基金の運用収益のほか、捻出できた財源などを積み立てる。
　【補正の効果】
　将来、東郷中学校跡地の買戻しを行うこととなった場合の財源を確保できる。

４．基本計画との関連 15 原材料費 合　計 52,420 52,420
　【第4次総合計画】未来を創造する先駆的なまちづくり（健全な財政運営の推進）

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
５．本年度の計画効果

３．用地の状況 13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費

　湯梨浜町財政調整基金条例 11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金

09 交際費 24 積立金 52,420 52,420
２．根拠法令 10 需用費 25 寄附金

　【補正の内容】 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　積立金　52,420千円 08 旅費 23 投資及び出資金

　東郷中学校跡地の土地売払収入のうち買戻特約を設定する3筆分について、買戻しを行う 05 災害補償費 20 貸付金
　場合の財源とするため、財政調整基金に積み立てるもの。 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　収を補てんする場合の財源とするために設置している財政調整基金の積み立てを行う。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　【補正の必要性】 04 共済費 19 扶助費

　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　経済事情の変動などで財源が著しく不足した場合、災害によって発生した経費や生じた減 02 給料 17 備品購入費

補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 52,420 52,420

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債
経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他 3,283 3,283

52,420 3,283 55,703 8 55,696

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 2号補正 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 03 財政管理費 所属 0101011100-0000 総務課（財務管財）

事業

0060 財政調整基金積立金 (簡略番号：000895) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

－3－



－4－

款 02 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

３．用地の状況

４．基本計画との関連 【特定財源の内訳】
　【地方創生総合戦略】基本目標Ⅱ　安心して暮らせるまち（結婚の出会いの場づくりと情
　報提供）
　【第4次総合計画】安全で住みやすいまちづくり（移住定住の推進）
　【SDGs】目標11「住み続けられるまちづくりを」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　マッチングシステムの登録料負担により、男女の出会いの機会の創出を図る。
　【事業の効果】
　結婚者数の増加を図ることで、定住促進と少子化対策に寄与する。

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

60 162 222 222

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 2号補正 （単位：千円）

25 25
事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債

事業

0225 縁結び推進事業 (簡略番号：033847) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 60 137 197

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　県が開設しているﾏｯﾁﾝｸﾞｼｽﾃﾑ「えんトリー」入会者の登録料を負担する。 02 給料 17 備品購入費
　・負担金：えんトリー入会登録料（10,000円）を入会登録者1人につき一度に限り町が負 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 60 60
　担する。 04 共済費 19 扶助費
　【補正の必要性】 05 災害補償費 20 貸付金
　えんトリー入会者の利便性を高めることで出会いの機会を創出し、未婚・晩婚化を改善し 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　出生率向上に繋げるため。 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　【補正の内容】 08 旅費 23 投資及び出資金
　補助金から負担金へ科目を変更する。負担金は10千円×11人（入会見込者数）とし、５名 09 交際費 24 積立金
　の増を見込む。 10 需用費 25 寄附金

11 役務費 26 公課費
２．根拠法令 12 委託料 27 繰出金

13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 60 60

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

６．財源の説明
　【一般財源】60千円 補助金等の名称

補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

02款 01項 06目 022500000事業 縁結び推進事業



款 02 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

　【補正の必要性】
　　若者ならではの視点を活かした魅力あるまちづくりが図られるとともに、事業の実現性
　を高めることで若者の行政参画を促すことができる。
　【補正の内容】
　　補助金　１団体　10万円

２．根拠法令
　湯梨浜町若者会議提案事業チャレンジ補助金交付要綱

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり（住民参画社会の推進） 【特定財源の内訳】
　【SDGs】目標11「住み続けられるまちづくりを」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　チームゆりはまダウンタウンが実施する、「公民館を拠点とした多世代交流事業」への補
　助を行う。
　【事業の効果】
　若者主体による多世代交流の場が作られ、地域の活性化を促すことができる。

６．財源の説明

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 2号補正 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

100 413 513 513

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 6. 6.20～令 7. 3.31 新規･継続 新規 臨･経 臨時 地方債

事業

0323 湯梨浜町若者会議事業 (簡略番号：044228) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 100 413 513

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　　町が実施するゆりはま若者会議において提案された事業へのチャレンジを促すため、若 02 給料 17 備品購入費
　者会議メンバーを構成員の一部とする団体が行うまちづくり事業に対し補助金を交付する。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 100 100

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 100 100

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

　【一般財源】100千円

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

02款 01項 06目 032300000事業 湯梨浜町若者会議事業

－5－



－6－

款 02 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

　【地方債】　公共施設等適正管理事業債　　△2,400千円　
実施
計画

実施計画
　　　　　　　脱炭素化推進事業債　　　　 　11,200千円　 計 上 額
　【一般財源】3,998千円

02款 01項 09目 003300000事業 防災力強化事業

　防災士養成を推進し受講にかかる費用を負担する。
　【事業の効果】
　豪雨や地震などの自然災害時に地域防災力の強化につながる。 補助金等の名称

補助基本額 補助率 補助金額
６．財源の説明

　【本年度の計画】
　避難所であるハワイアロハホールに太陽光発電設備等を設置する。
　災害対策費用保険に、地震・噴火・津波を追加する。
　充電式の投光器を購入し、新規導入した防災用公用車に常備する。

　【第4次総合計画】安全で住みやすいまちづくり(災害に強いまちづくりの推進) 地方債 21010105002 脱炭素化推進事業債（避難所脱 11,200
　SDGs 目標11「住み続けられるまちづくりを」

５．本年度の計画効果

15 原材料費 合　計 12,798 12,798
３．用地の状況

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
４．基本計画との関連 地方債 21010104005 公共施設等適正管理事業債（避 △2,400

２．根拠法令 13 使用料及び賃借料 予備費
　湯梨浜町災害対策本部条例 14 工事請負費 12,573 12,573

　避難所再生可能エネルギー設備等設置工事　12,573千円 11 役務費 225 225 26 公課費
12 委託料 27 繰出金

　【補正の内容】 09 交際費 24 積立金
　災害対策費用保険料225千円 10 需用費 25 寄附金

　　公共建築工事共通費積算基準や労務単価の令和６年改訂により避難所太陽光発電設備等 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　設置事業が増額となるため。 08 旅費 23 投資及び出資金

　　令和６年度より保険料の算定方式が変更となった災害対策費用保険料（地震・噴火・津 05 災害補償費 20 貸付金
　波オプション含む）の不足分を増額する。 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　向けて実施するものである。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　【補正の必要性】 04 共済費 19 扶助費

740 274,694

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 247 247

　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　　中部地震をきっかけとした地震や頻発する豪雨などの天災に備え、地域防災力の強化に 02 給料 17 備品購入費

補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 3,998 27,489 31,487

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 2号補正 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 09 防災諸費 所属 0101010100-0000 総務課

事業

0033 防災力強化事業 (簡略番号：037225) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債 8,800 234,900 243,700
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他

事 業 費 12,798 262,636 275,434



款 02 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 2号補正 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 13 ハワイアロハホール費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

17,691 93,939 111,630 111,630

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債 13,300 80,700 94,000

事業

0111 ハワイアロハホール臨時経費 (簡略番号：002250) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 4,391 13,239 17,630

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　施設・設備の老朽化に伴う必要箇所の修繕及び機器の改修等を実施する。 02 給料 17 備品購入費
　【補正の必要性】 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　施設を快適かつ安心して利用していただくためには、修繕や改修などの施設設備の老朽化 04 共済費 19 扶助費
　への対応が必要である。 05 災害補償費 20 貸付金
　【補正の内容】 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　・（新規補正）アロハホール音響設備改修（パワーアンプ修繕取替）工事　3,047千円 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　・（増額補正）大ホール特定天井改修等工事　　　　　　　　　　　　　　5,153千円 08 旅費 23 投資及び出資金
　・（増額補正）屋内照明LED化工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　 9,491千円 09 交際費 24 積立金

10 需用費 25 寄附金
２．根拠法令 11 役務費 26 公課費
　ハワイアロハホールの設置及び管理に関する条例 12 委託料 27 繰出金
　ハワイアロハホールの設置及び管理に関する条例施行規則 13 使用料及び賃借料 予備費

14 工事請負費 17,691 17,691
３．用地の状況 15 原材料費 合　計 17,691 17,691

４．基本計画との関連 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　【第4次総合計画】志をもって共に学び明日を拓くひとづくり（文化、伝統、豊かな自然 地方債 21010101004 脱炭素化推進事業債（アロハホ 11,600
　の継承と再発見） 地方債 21010103010 緊急防災・減災事業債（アロハ 1,700
　【ＳＤＧｓ目標】4.質の高い教育をみんなに

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　ハワイアロハホールの適正な維持管理をする。
　【事業の効果】
　施設設備に不具合が生じた箇所の修繕を実施することで、来館者に快適な施設環境を提供
　することができる。

６．財源の説明 補助金等の名称
　【地方債】 11,600千円（脱炭素化推進事業債） 補助基本額 補助率 補助金額
　　　　　　　1,700千円（緊急防災・減災事業債）　
　【一般財源】4,391千円

実施
計画

実施計画
計 上 額

02款 01項 13目 011100000事業 ハワイアロハホール臨時経費

－7－
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款 02 05 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 2号補正 （単位：千円）

総務費 項 統計調査費 02 委託統計費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

55 51 106 106

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 54 51 105

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債

事業

0025 国勢調査調査区設定 (簡略番号：003775) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 総－統計調査費 一般財源 1 1

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　国の最も基幹となる統計調査である令和7年国勢調査を円滑に実施するため、調査区の境 02 給料 17 備品購入費
　界を示す地図を作成する。 03 職員手当等 55 55 18 負担金､補助及び交付金

　【補正の必要性】 04 共済費 19 扶助費

３．用地の状況 12 委託料 27 繰出金

　調査区の境界を示す地図作成のため 05 災害補償費 20 貸付金
　【補正の内容】 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　時間外勤務手当　55千円 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金

100.0% 補助金額 54

６．財源の説明
　【県支出金】国勢調査調査区設定委託金　54千円
　【一般財源】1千円

13 使用料及び賃借料 予備費
４．基本計画との関連 14 工事請負費

15 原材料費 合　計 55 55
５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　令和7年国勢調査の調査区地図を作成する。 都道府県支出金 15030103209 国勢調査調査区設定委託金 54
　【事業の効果】

２．根拠法令 09 交際費 24 積立金
　国勢調査令および統計報告調整法 10 需用費 25 寄附金

11 役務費 26 公課費

02款 05項 02目 002500000事業 国勢調査調査区設定

補助金等の名称 国勢調査調査区設定委託金
補助基本額 54 補助率

実施
計画

実施計画
計 上 額

　令和7年国勢調査が円滑に実施できる。
　



款 03 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 2号補正 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 01 社会福祉総務費 所属 0101012000-0000 町民生活課（東郷支所）

事業

0017 社会を明るくする運動事業 (簡略番号：004490) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 64 41 105 28 78

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費

補助単独区分 目的区分 民－社会福祉費 一般財源 64 41 105

　のない安全で安心な明るい地域社会づくり運動を展開する。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 64 64
　　社会を明るくする運動月間（7月）により、各関係機関の連携・協力を得て非行や犯罪 02 給料 17 備品購入費

　　湯梨浜町更生保護女性会は町社会福祉協議会からの助成を得て更生保護・青少年の非行 05 災害補償費 20 貸付金
　【補正の必要性】 04 共済費 19 扶助費

　女性会の活動支援を目的として補助金を支出し、犯罪や非行のない安全で安心な地域社会 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　防止活動を行ってきたが、令和5年度をもって助成金が終了となり、そのため町更生保護 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　【補正の内容】 09 交際費 24 積立金
　を築く一助とするもの。 08 旅費 23 投資及び出資金

　　 11 役務費 26 公課費
　　町更生保護女性会活動補助金　64千円 10 需用費 25 寄附金

２．根拠法令 13 使用料及び賃借料 予備費
12 委託料 27 繰出金

３．用地の状況 15 原材料費 合　計 64 64
14 工事請負費

　【ＳＤＧｓ】目標１６「平和と公正をすべての人に」

４．基本計画との関連 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　【第４次総合計画】共に支え合う　町民が主役のまちづくり（福祉施策の推進）

　　・町内一周巡回啓発及び街頭啓発活動
　　・湯梨浜町あいさつ運動の実施

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】

　【補正の効果】
　　・非行や犯罪のない明るいまちづくりの推進に寄与することができる。

補助金等の名称

　　・街頭広報活動、町内巡回啓発
　　・社会を明るくする運動研修会　

03款 01項 01目 001700000事業 社会を明るくする運動事業

６．財源の説明 補助基本額 補助率 補助金額
　【一般財源】　64千円

実施
計画

実施計画
計 上 額

－9－
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款 03 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

△8,770 352,611 343,841 343,841

財
源
内
訳

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 2号補正 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 01 社会福祉総務費 所属 0101014200-0000 福祉課（介護）

国庫支出金 10,085 10,085
県支出金 4,019 4,019

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債

事業

0152 介護保険特別会計繰出金 (簡略番号：004634) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他 3,627 3,627
補助単独区分 目的区分 民－老人福祉費 一般財源 △8,770 334,880 326,110

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】　 01 報酬 16 公有財産購入費
　介護保険制度を適正かつ安定的に運営するため、一般会計からの繰り出しを行う。 02 給料 17 備品購入費
　【補正の必要性】 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　　介護保険特別会計の補正に伴い、以下の繰出金を補正するもの。 04 共済費 19 扶助費
　【補正の内容】 05 災害補償費 20 貸付金
　(1) 介護給付費繰出金　　　　　　　　　　：　補正なし 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　(2) 地域支援事業繰出金 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　　①介護予防・日常生活支援総合事業繰出金：  補正なし 08 旅費 23 投資及び出資金
　　②包括的支援事業・任意事業繰出金　　　：　△7,311千円 09 交際費 24 積立金
　(3) 低所得者保険料軽減繰出金　　　　　　：  補正なし　 10 需用費 25 寄附金
　(4) その他事務費繰出金　　　　　　　　　：　△1,459千円　 11 役務費 26 公課費

12 委託料 27 繰出金 △8,770 △8,770
２．根拠法令 13 使用料及び賃借料 予備費
　・介護保険法 14 工事請負費

15 原材料費 合　計 △8,770 △8,770
３．用地の状況

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
４．基本計画との関連
　【第4次湯梨浜町総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり（社会保障の充実）
　【第9期湯梨浜町介護保険事業計画・高齢者福祉計画】
　【SDGs目標】目標3　すべての人に健康と福祉を

５．本年度の計画効果
　　町負担分を一般会計から繰り出すことで、介護保険制度の適正かつ安定的な運営を図る
　ことができる。

６．財源の説明
　【一般財源】　 △8,770千円
　 補助金等の名称

補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

03款 01項 01目 015200000事業 介護保険特別会計繰出金



款 03 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 2号補正 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 10 臨時特別支援給付金支給事業 所属 0101014100-0000 福祉課

204 191,983 192,187 192,187

財
源
内
訳

国庫支出金 204 191,977 192,181
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債

事業

0002 低所得者支援・定額減税補足給付金 (簡略番号：045309) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分補助事業 目的区分 民－社会福祉費 一般財源 6 6

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　　物価高騰の影響に直面した方々が速やかに生活・暮らしの支援を受けられるよう、新た 02 給料 17 備品購入費
　に令和6年度において住民税非課税又は均等割のみ課税世帯に対し、1世帯あたり10万円の 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　現金を給付する。18歳以下の児童がいる場合は、1人あたり5万円を現金給付する。 04 共済費 19 扶助費
　　また、定額減税可能額が、令和6年分推計所得税額又は令和6年度分個人住民税所得割額 05 災害補償費 20 貸付金
　を上回る者に対し、上回る額の合算額を基礎として1万円単位で切り上げて算定した額を 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　現金給付する。 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　【補正の必要性】 08 旅費 23 投資及び出資金
　給付金事務における宛名台紙兼確認書の帳票印刷をアウトソーシングで行うことにより、 09 交際費 24 積立金
　効率的に事務を行うことができる。 10 需用費 25 寄附金
　【補正の内容】 11 役務費 26 公課費
　委託料　204千円 12 委託料 204 204 27 繰出金

13 使用料及び賃借料 予備費
２．根拠法令 14 工事請負費

15 原材料費 合　計 204 204
３．用地の状況

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
４．基本計画との関連 国庫支出金 14020101242 物価高騰対応重点支援地方創生 204
　【第4次総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり
　　ＳＤＧs　目標３「すべての人に健康と福祉を」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　・新たに住民税非課税等となる世帯
　　250世帯に1世帯あたり10万円を現金給付する。18歳以下の児童がいる場合は、1人あた
　り5万円を現金給付する。
　・定額減税しきれないと見込まれる者
　　4,000人に対し、定額減税しきれないと見込まれる額を現金給付する。
　【事業の効果】 補助金等の名称 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金
　　物価高騰における生活・暮らしの支援を行うことができる。 補助基本額 204 補助率 100.0% 補助金額 204

６．財源の説明
実施
計画

実施計画
　【国庫支出金】物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金　10/10　204千円 計 上 額

03款 01項 10目 000200000事業 低所得者支援・定額減税補足給付金
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款 03 02 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 2号補正 （単位：千円）

民生費 項 児童福祉費 02 児童措置費 所属 0101010500-0000 子育て支援課

11,172 5,118 16,290 367 15,924

財
源
内
訳

国庫支出金 37 37
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債

事業

0070 こども園運営経常経費 (簡略番号：006775) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他 24 24
補助単独区分 目的区分 民－児－保育所 一般財源 11,172 5,057 16,229

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　こども園運営に関する事務のうち、児童の入退園管理や保育料の決定･徴収等の一元処理 02 給料 17 備品購入費
　を行う経費。また、保育人材を確保し、児童受入体制を整備するため、保育士の処遇改善 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　を推進するとともに、人材派遣会社等への保育士派遣依頼も継続して実施する。 04 共済費 19 扶助費
　【補正の必要性】 05 災害補償費 20 貸付金
　人材派遣会社へ依頼している保育士派遣について、派遣可能な保育士が当初見込より増 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　となるため、委託に係る費用を増額し保育士不足の緩和を図るもの。 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　【補正の内容】 08 旅費 23 投資及び出資金
　保育士派遣に係る委託料の増　11,172千円 09 交際費 24 積立金
　※派遣人員（見込）　当初：１名 → 補正後：４名 10 需用費 25 寄附金

11 役務費 26 公課費
２．根拠法令 12 委託料 11,172 11,172 27 繰出金
　子ども･子育て支援法、就学前の子どもに関する教育保育等の総合的な提供の推進に関す 13 使用料及び賃借料 予備費
　る法律の一部を改正する法律(認定こども園法)、児童福祉法、町立認定こども園の設置及 14 工事請負費
　び管理に関する条例、同管理運営に関する規則 15 原材料費 合　計 11,172 11,172

３．用地の状況 財源 科目コード 科目名称 今回補正額

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】志をもって 共に学び 明日を拓く ひとづくり（幼児教育の充実）
　　　　　　　　　 共に支え合う 町民が主役のまちづくり（福祉施策の推進）
　【第2期子ども･子育て支援事業計画】子育てをしているすべての家庭を支える環境づくり
　【SDGs】目標4「質の高い教育をみんなに」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　こども園等の入退園管理、保育料の決定、新年度の入園児童の入園前集団検診、保育料の
　徴収事務等の実施、保育人材の確保による児童受入体制の整備を行う。
　【補正の効果】 補助金等の名称
　保育士不足を緩和し、児童受入体制の整備を図る。 補助基本額 補助率 補助金額
　

実施
計画

実施計画
６．財源の説明 計 上 額
　【一般財源】11,172千円

03款 02項 02目 007000000事業 こども園運営経常経費



款 03 02 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 2号補正 （単位：千円）

民生費 項 児童福祉費 02 児童措置費 所属 0101010500-0000 子育て支援課

18,277 710,530 728,807 728,807

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債 5,100 593,700 598,800

事業

0114 たじりこども園施設整備事業 (簡略番号：029651) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 民－児－保育所 一般財源 13,177 116,830 130,007

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　「たじりこども園」の令和7年4月開園に向け、建設工事を進める。施設本体の延床面積は 02 給料 17 備品購入費
　1,672㎡で、定員は150人で計画している。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　【補正の必要性】 04 共済費 19 扶助費
　北溟中学校跡地の南北区画道路の整備が見直されたことにより、園児送迎等の車両の動線 05 災害補償費 20 貸付金
　を確保するため、こども園の敷地内通路として整備する必要が生じたもの。 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　【補正の内容】 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　敷地内道路整備等に伴う外構工事費の増 　18,277千円 08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金

２．根拠法令 10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費

３．用地の状況 12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費

４．基本計画との関連 14 工事請負費 18,277 18,277
　【第4次総合計画】共に支え合う　町民が主役のまちづくり（福祉施策の推進） 15 原材料費 合　計 18,277 18,277
　【第2期町子ども･子育て支援事業計画】子育てをしているすべての家庭を支える環境づく
　り（教育･保育施設の整備） 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　【SDGs】目標4 質の高い教育をみんなに 地方債 21010202002 合併特例事業債（たじりこども 6,300

地方債 21010203001 施設整備事業債（一般財源化分 △1,200
５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　令和6年12月を目途に本体工事を完了する。(R5～R7継続費を設定)
　　全体事業費 1,119,437千円（R5 374,460千円 R6 728,807千円 R7 16,170千円）
　　工事請負費 1,044,065千円（建築665,390千円、電気114,620千円、機械175,560千円
　　　　　　　　　　　　　　　外構86,455千円、その他2,040千円）
　　委託費 31,832千円（工事監理15,147千円、工損調査等16,685千円）
　　備品購入費 41,177千円（厨房機器28,677千円、保育室等12,500千円）
　　その他（需用費、役務費等）2,363千円
　【補正の効果】 補助金等の名称
　外周道路整備により車両通行の動線を確保し、安全に園児の送迎を行うことができる。 補助基本額 補助率 補助金額

６．財源の説明
実施
計画

実施計画
　【地方債】施設整備事業債（一般財源化分）△1,200千円、合併特例事業債 6,300千円 計 上 額
　【一般財源】13,177千円

03款 02項 02目 011400000事業 たじりこども園施設整備事業
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款 03 02 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 2号補正 （単位：千円）

民生費 項 児童福祉費 02 児童措置費 所属 0101010500-0000 子育て支援課

500 500 500

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 250 250

事業期間 令 6. 6.20～令 7. 3.31 新規･継続 新規 臨･経 臨時 地方債

事業

0233 保育人材確保・定着事業 (簡略番号：045211) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 民－児－保育所 一般財源 250 250

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　保育施設での人材不足を解消するため、町内保育施設に就職が決まった県外の指定保育士 02 給料 17 備品購入費
　養成施設卒業見込みの学生に対して奨励金を支給する。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 500 500
　【補正の必要性】 04 共済費 19 扶助費
　県外の指定保育士養成施設に通う学生に対し制度を周知し、町内保育施設における人材確 05 災害補償費 20 貸付金
　保につなげる。 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　【補正の内容】 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　県外学生への奨励金　500千円（100千円×5人） 08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金

２．根拠法令 10 需用費 25 寄附金
　鳥取県県外学生保育施設就職奨励金支給事業補助金交付要綱 11 役務費 26 公課費
　湯梨浜町県外学生保育施設就職奨励金交付要綱（今後制定予定） 12 委託料 27 繰出金

13 使用料及び賃借料 予備費
３．用地の状況 14 工事請負費

15 原材料費 合　計 500 500
４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】志をもって 共に学び 明日を拓く ひとづくり（幼児教育の充実） 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　　　　　　　　　 共に支え合う 町民が主役のまちづくり（福祉施策の推進） 都道府県支出金 15020206424 保育人材確保・定着事業補助金 250
　【過疎地域持続的発展計画】子育て環境の確保､高齢者等の保健及び福祉の向上及び増進
　【第2期子ども･子育て支援事業計画】子育てをしているすべての家庭を支える環境づくり
　【SDGs】目標4 ｢質の高い教育をみんなに｣

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　町内保育施設に就職が決まった県外の指定保育士養成施設卒業見込みの学生に対して奨励
　金を支給する。（交付見込：5件）
　【事業の効果】
　県外の指定保育士養成施設において制度を周知することにより、保育人材確保の推進を図
　ることができる。 補助金等の名称 鳥取県県外学生保育施設就職奨励金支給事業補助金

補助基本額 500 補助率 50.0% 補助金額 250
６．財源の説明
　【県支出金】鳥取県県外学生保育施設就職奨励金支給事業補助金　250千円

実施
計画

実施計画
　【一般財源】250千円	 計 上 額
　

03款 02項 02目 023300000事業 保育人材確保・定着事業



款 03 02 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 2号補正 （単位：千円）

民生費 項 児童福祉費 03 児童手当費 所属 0101010500-0000 子育て支援課

3,178 307,108 310,286 150 310,136

財
源
内
訳

国庫支出金 3,176 212,793 215,969
県支出金 46,863 46,863

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債

事業

0040 児童手当給付事業 (簡略番号：007074) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 民－児－その他 一般財源 2 47,452 47,454

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　児童手当法の規定に基づき、児童を養育している者に児童手当を支給する。 02 給料 17 備品購入費
　≪支給額≫0歳～3歳未満：支給要件児童一人につき　15,000円 03 職員手当等 60 60 18 負担金､補助及び交付金

　　　　　　3歳～中学校卒業まで：支給要件児童一人につき　10,000円 04 共済費 19 扶助費
　　　　　　3歳～小学校卒業までの第3子以降：支給要件児童一人につき　15,000円 05 災害補償費 20 貸付金
　　　　　　一定以上の所得がある者については、支給額を一律5,000円とする。 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　※法改正により、令和6年10月から所得制限廃止、第3子以降は一律30,000円の支給、対象 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　者拡大により支給対象が高校生までとなる。 08 旅費 23 投資及び出資金
　【補正の必要性】 09 交際費 24 積立金
　令和6年10月以降の制度改正にあたり、児童手当支給事務を適正かつ円滑に行うことがで 10 需用費 106 106 25 寄附金
　きるよう整備するとともに、対象者への手続き案内等を行う必要がある。 11 役務費 152 152 26 公課費
　【補正の内容】 12 委託料 2,860 2,860 27 繰出金
　職員手当(時間外勤務)：60千円、消耗品費(認定申請勧奨に係る事務用品)：106千円　 13 使用料及び賃借料 予備費
　通信運搬費(認定申請勧奨に係る郵券料)：152千円、委託料（システム改修）：2,860千円 14 工事請負費

15 原材料費 合　計 3,178 3,178
２．根拠法令
　児童手当法、湯梨浜町児童手当事務取扱規則 財源 科目コード 科目名称 今回補正額

国庫支出金 14020202041 子ども・子育て支援事業費補助 3,176
３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】共に支え合う 町民が主役のまちづくり（福祉施策の推進）
　【SDGs】目標3 「すべての人に健康と福祉を」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　対象児童数：2,409人程度（R6年度見込）
　（内訳）3歳未満：324人、3歳～小学生：1,243人、中学生：395人、高校生：447人
　【補正の効果】 補助金等の名称 子ども･子育て支援事業費補助金
　制度改正に係るシステム改修により、改正後の児童手当制度について適正かつ円滑に事業 補助基本額 3,176 補助率 100.0% 補助金額 3,176
　実施を図ることができる。

実施
計画

実施計画
６．財源の説明 計 上 額
　【国庫支出金】子ども･子育て支援事業費補助金　3,176千円　
　【一般財源】　2千円

03款 02項 03目 004000000事業 児童手当給付事業
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款 04 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

補助金等の名称

04款 01項 02目 021700000事業 新型コロナウイルスワクチン予防接種事業

補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

12 委託料 43,810 43,810 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費

09 交際費 24

実施計画
計 上 額

15 原材料費 合　計 44,425 44,425

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
諸収入 20050302711 新型コロナ定期接種ワクチン確 27,479

　町民への接種を円滑に実施することで発症や重症化を予防し、感染拡大を防止することが
　できる。

６．財源の説明
　【諸収入】新型コロナ定期接種ワクチン確保事業助成金　27,479千円　
　【一般財源】　16,946千円
　

節 補正要求 補正査定 節 補正要求
01 報酬 93 93 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費

132

07

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】共に支え合う　町民が主役のまちづくり（保健・医療・健康づくりの
　充実）
　SDGs 目標3「すべての人に健康と福祉を」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　新型コロナワクチン接種を医療機関へ委託し、実施する。
　対象者①65歳以上の者(当該年度12月末日時点の満年齢)
　　　　②60歳から64歳で、特定の障がいのある者

財
源
内
訳

　委託料：13,200円　(接種費用見込15,300円から自己負担額2,100円を除いた額。生活保護
　世帯は全額助成。)
　※委託料13,200円のうち、8,300円は国から助成金として市町村に支給される。
　【事業の効果】

２．根拠法令

132
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　予防接種法、予防接種施行令

報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
積立金

10 需用費 200 200 25 寄附金
11 役務費 190 190 26 公課費

事 業 費 44,425 44,425 44,425

　ロナウイルスワクチン接種を実施するもの。
　【事業の必要性】
　新型コロナウイルス感染症予防接種は、令和6年度から定期予防接種に位置付けられてい
　る。接種を円滑に実施し、重症化しやすい高齢者等への感染拡大防止を図るもの。

補正査定

03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費

事業

0217 新型コロナウイルスワクチン予防接種事業 (簡略番号：042428)

補助単独区分補助事業 目的区分 衛－保－その他 一般財源 16,946 16,946

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　町内に住所を有する65歳以上の者や60歳～64歳の特定の障がいのある者を対象に、新型コ

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他 27,479 27,479
事業期間 令 6. 6.20～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 2号補正 （単位：千円）

衛生費 項 保健衛生費 02 予防費

国庫支出金
県支出金

所属 0101014500-0000 健康推進課
区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額



款 05 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 2号補正 （単位：千円）

農林水産業費 項 農業費 03 農業振興費 所属 0101012200-0000 産業振興課（農林水産）

2,383 5,517 7,900 7,900

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 1,589 3,676 5,265

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債

事業

0137 がんばる農家プラン事業 (簡略番号：009305) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 農－業－農業農村整備 一般財源 794 1,841 2,635

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　認定農業者等の意欲的な農業者に規模拡大・低コスト化などの経営改善に向けた機械・施 02 給料 17 備品購入費
　設の導入等を支援する。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 2,383 2,383
　【補正の必要性】 04 共済費 19 扶助費
　県制度を活用し、意欲ある農業者の規模拡大・効率化による経営安定化を支援する。耕作 05 災害補償費 20 貸付金
　放棄農地が年々増加するなか、農地を積極的に引き受ける農業者を支援する必要がある。 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　【補正の内容】補助率：令和6年度より補助金上限額が見直された。 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　補助金:県1/3(上限3,000千円⇒4,000千円）、町1/6（上限1,500千円⇒2,000千円） 08 旅費 23 投資及び出資金
　①当初:乾燥機一式要求に対して、乾燥棟電気設備工事を事業追加することによる補正。 09 交際費 24 積立金
　　対象事業費計 11,348千円　補助金計 5,674千円 10 需用費 25 寄附金
　よって、必要額5,674千円-当初予算額3,291千円=2,383千円 11 役務費 26 公課費

12 委託料 27 繰出金
２．根拠法令 13 使用料及び賃借料 予備費
　がんばる農家プラン事業実施要領 14 工事請負費
　がんばる農家プラン事業費補助金交付要綱 15 原材料費 合　計 2,383 2,383
　湯梨浜町農林水産業間接補助金交付要綱
　ともに目指す！担い手強化支援事業実施要領 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　ともに目指す！担い手強化支援事業費補助金交付要綱 都道府県支出金 15020401054 がんばる農家プラン事業費補助 1,589
　

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】にぎわいと活力あるまちづくり（魅力とやりがいのある農林水産業）
　SDGs　目標15「陸の豊かさも守ろう」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　認定農業者の農業用機械及び施設整備に対して補助金を交付する。 補助金等の名称 がんばる農家プラン事業費補助金
　【補正の効果】 補助基本額 15,799 補助率 33.3% 補助金額 5,266
　規模拡大、経営発展に意欲的な認定農業者の機械・施設整備を支援することで、地域農業
　の発展、耕作放棄地の防止を図る。

実施
計画

実施計画
計 上 額

６．財源の説明
　【県支出金】 1,589千円　【一般財源】   793千円

05款 01項 03目 013700000事業 がんばる農家プラン事業
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款 05 01 目

大
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小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 2号補正 （単位：千円）

農林水産業費 項 農業費 03 農業振興費 所属 0101012200-0000 産業振興課（農林水産）

28 357 385 385

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債

事業

0156 農業近代化資金利子補給補助金 (簡略番号：009354) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 農－業－農業農村整備 一般財源 28 357 385

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　認定農業者が経営改善に必要な機械や施設整備等のために農業近代化資金を借り受けた場 02 給料 17 備品購入費
　合に発生する利子について、県が助成した後の残額を町が助成するもの。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 28 28
　【補正の必要性】 04 共済費 19 扶助費
　認定農業者が農業近代化資金を活用するにあたり、利子補給新規申請1件分に伴う補助を 05 災害補償費 20 貸付金
　行うため。 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　【補正の内容】 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　認定農業者　新規申請1件分の利子補給補助金 08 旅費 23 投資及び出資金
　（実績見込額）383,475円－（予算額）356,083円＝（6月補正要求額）27,392円 09 交際費 24 積立金

10 需用費 25 寄附金
２．根拠法令 11 役務費 26 公課費
　農業近代化資金融通措置要綱、湯梨浜町認定農業者借入資金利子補給事業実施要領 12 委託料 27 繰出金

13 使用料及び賃借料 予備費
３．用地の状況 14 工事請負費

15 原材料費 合　計 28 28
４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】「にぎわいと活力あるまちづくり」（魅力とやりがいのある農林水産 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　業）
　SDGs　目標15「陸の豊かさも守ろう」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　利子補給を行うことにより、町の農業振興及び自立経営農家の育成を図る。
　【補正の効果】
　新規申請1件分に伴う利子助成により、認定農業者の経営改善を支援し、自立経営農家の
　育成を図ることで、町内農業の維持発展を図る。

６．財源の説明
　【一般財源】28千円 補助金等の名称

補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

05款 01項 03目 015600000事業 農業近代化資金利子補給補助金



款 05 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 2号補正

農林水産業費 項 農業費 04 農地費 所属 0101012200-0000 産業振興課（農林水産）

429 45,971 46,400 300 46,101

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 10,799 10,799

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債 400 19,000 19,400

事業

0051 土地改良事業 (簡略番号：009681) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他 23 11,308 11,331
補助単独区分 目的区分 農－地－農業農村整備 一般財源 6 4,864 4,870

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　農業生産基盤の整備及び補修を行う県営土地改良事業への事業費負担を行う。 02 給料 17 備品購入費
　【補正の必要性】 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 429 429
　安定した農業生産活動の維持、継続を図るうえで農業施設等の整備が必要なため県営工事 04 共済費 19 扶助費
　への事業費負担を行う。 05 災害補償費 20 貸付金
　【補正内容】 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　○県営農業用河川工作物応急対策事業費負担金(国:55% 県:42% 町:3% 地元0%) 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　（東郷川頭首工:引地） 08 旅費 23 投資及び出資金
　　頭首工に関連するブロック護岸等の設置に当たり大量の湧水が発生し、その処理に対応 09 交際費 24 積立金
　する工事費が増額となったことによる。 10 需用費 25 寄附金
　町負担　変更後（55,000,000円×3％）－当初（40,700,000円×3％）=429,000円 11 役務費 26 公課費

12 委託料 27 繰出金
２．根拠法令 13 使用料及び賃借料 予備費
　県営鳥改良事業等の施行に伴う市町村負担金 14 工事請負費

15 原材料費 合　計 429 429
３．用地の状況

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
４．基本計画との関連 繰入金 18021401001 ふるさと湯梨浜応援基金繰入金 23
　【第4次総合計画】にぎわいと活力あるまちづくり（魅力とやりがいのある農林水産業） 地方債 21010401012 公共事業等債（河川応急事業） 400
　SDGs目標　15　陸の豊かさを守ろう　

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　県営事業にて実施する東郷川頭首工改修工事を行う。
　【補正の効果】
　農業用施設の延命化、利便性の向上を図り生産活動を支援する。

６．財源の説明
　【地 方 債】400千円　 補助金等の名称
　【繰入金】ふるさと湯梨浜応援基金繰入金  23千円 補助基本額 補助率 補助金額
　【一般財源】  6千円

実施
計画

実施計画
計 上 額

05款 01項 04目 005100000事業 土地改良事業
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款 05 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 2号補正 （単位：千円）

農林水産業費 項 農業費 04 農地費 所属 0101012200-0000 産業振興課（農林水産）

9,000 9,000 9,000

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 9,000 9,000

事業期間 令 6. 6.20～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債

事業

0127 農業水路等長寿命化・防災減災事業 (簡略番号：038408) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 農－地－その他 一般財源

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　経年劣化により堤体より漏水がある防災重点農業用ため池を安全確保のため廃止する。 02 給料 17 備品購入費
　【補正の必要性】 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　鳥取県防災重点農業用ため池 : 宮内地区「堤平ため池(2,100㎥)」は、堤体の損傷による 04 共済費 19 扶助費
　漏水等によりため池機能が低下しており、ため池決壊による被害防止及び利用者の安全確 05 災害補償費 20 貸付金
　保のため工事対応が必要である。また、地区及び関係者より廃止要望があり対応するもの 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　。 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　【補正内容】 08 旅費 23 投資及び出資金
　○防災重点農業用ため池廃止工事（宮内地区堤平ため池） 09 交際費 24 積立金
　　工事請負費9,000,000円　※県支出金　10/10 10 需用費 25 寄附金

11 役務費 26 公課費
２．根拠法令 12 委託料 27 繰出金
　農業水路等長寿命化・防災減災事業交付要綱 13 使用料及び賃借料 予備費
　農業水路等長寿命化・防災減災事業実施要綱 14 工事請負費 9,000 9,000
　農業水路等長寿命化・防災減災事業実施要領 15 原材料費 合　計 9,000 9,000

３．用地の状況 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
都道府県支出金 15020401258 農業水路等長寿命化・防災減災 9,000

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】にぎわいと活力あるまちづくり（魅力とやりがいのある農林水産業）
　SDGs目標　15　陸の豊かさを守ろう　

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　防災重点農業用ため池1箇所の廃止を行う。
　【補正の効果】
　ため池下流域及び当該ため池利用者の安全確保の必要があるため。

６．財源の説明 補助金等の名称 農業水路等長寿命化・防災減災事業
　【県支出金】9,000千円 補助基本額 9,000 補助率 100.0% 補助金額 9,000

実施
計画

実施計画
計 上 額

05款 01項 04目 012700000事業 農業水路等長寿命化・防災減災事業



款 05 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 2号補正 （単位：千円）

農林水産業費 項 農業費 07 畜産業費 所属 0101012200-0000 産業振興課（農林水産）

42 42 42

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 28 28

事業期間 令 6. 6.20～令 7. 3.31 新規･継続 新規 臨･経 臨時 地方債

事業

0032 養鶏暑熱対策事業 (簡略番号：045393) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 農－畜産業費 一般財源 14 14

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　地球温暖化による養鶏の生産力低下等への影響に対応するため、緊急対策を行う。 02 給料 17 備品購入費
　【補正の必要性】 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 42 42
　鶏舎の暑熱対策を実施することにより、養鶏における暑熱ストレスによる生産性低下を防 04 共済費 19 扶助費
　ぐため。 05 災害補償費 20 貸付金
　【補正の内容】 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　町内養鶏農家(園):ミストシャワー(6台)購入に伴う支援。 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　事業費　84,000円　　補助率　1/2(県1/3、町1/6) 08 旅費 23 投資及び出資金
　補助金　42,000円 (県28,000円、町14,000円)  　　 09 交際費 24 積立金

10 需用費 25 寄附金
２．根拠法令 11 役務費 26 公課費
　鳥取県養鶏暑熱対策事業費補助金交付要綱、同補助金等交付規則 12 委託料 27 繰出金
　湯梨浜町農林水産業間接補助金交付要綱、同補助金等交付規則 13 使用料及び賃借料 予備費

14 工事請負費
３．用地の状況 15 原材料費 合　計 42 42

４．基本計画との関連 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　【第4次総合計画】にぎわいと活力あるまちづくり（魅力とやりがいのある農林水産業） 都道府県支出金 15020404001 養鶏暑熱対策事業費補助金 28
　【ＳＤＧｓ】目標15「陸の豊かさも守ろう」

５．本年度の計画効果
　【本年度の内容】
　ミストシャワー購入支援する。
　【補正の効果】
　養鶏における暑熱ストレスを軽減する。

６．財源の説明
　【県補助金】28千円
　【一般財源】14千円 補助金等の名称 鳥取県養鶏暑熱対策事業費補助金

補助基本額 84 補助率 33.3% 補助金額 28

実施
計画

実施計画
計 上 額

05款 01項 07目 003200000事業 養鶏暑熱対策事業
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款 05 02 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 2号補正 （単位：千円）

農林水産業費 項 林業費 01 林業総務費 所属 0101012200-0000 産業振興課（農林水産）

1,195 1,195 1,195

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 6. 6.20～令 7. 3.31 新規･継続 新規 臨･経 地方債

事業

0113 三朝チップ工場改設負担金 (簡略番号：045431) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他 1,195 1,195
補助単独区分 目的区分 農－林－その他 一般財源

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　県中部圏域にて燃料となる木質バイオマスや新たな代替燃料原料など新たなニーズ供給に 02 給料 17 備品購入費
　対応していくため、また、地域林業活性化と森林整備を図るため、経年劣化により老朽化 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 1,195 1,195
　した中部森林組合三朝チップ工場設備の改設費用支援を行う。 04 共済費 19 扶助費
　【補正の必要性】 05 災害補償費 20 貸付金
　中部圏域の森林資源を有効利用するため、木材需要の拡大にあわせて生産を拡大していく 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　ことが必要である。特に付加価値の高い有用な資源として内装材、家具、製紙用、バイオ 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　マス発電施設燃料用など利用が期待されるチップ用材の生産拡大が見込まれていることか 08 旅費 23 投資及び出資金
　ら、チップ工場改設によりチップ製造能力が向上することにより、森林資源の循環利用を 09 交際費 24 積立金
　効率的に進めることができる。また、持続可能な森林経営を推進することができる。 10 需用費 25 寄附金
　【補正内容】三朝チップ工場改設　(森林バイオマス加工施設装置）※生産能力30％向上 11 役務費 26 公課費
　〇湯梨浜町負担金　1,195,000円 12 委託料 27 繰出金
　[事業主体]鳥取県中部森林組合　[事業費]134,680千円(税抜き) 13 使用料及び賃借料 予備費
　[財源内訳]国(1/2)65,800千円・県(1/6)21,934千円・中部森林組合負担(1/4)33,670千円 14 工事請負費
　 ・市町村負担分(国、県の補助残から森林組合負担分を差し引いた額)13,276千円 15 原材料費 合　計 1,195 1,195
　 　※民有林面積割合により配分
　 湯梨浜町以外:倉吉市4,647千円、三朝町5,045千円、琴浦町1,991千円、北栄町398千円　 財源 科目コード 科目名称 今回補正額

繰入金 18020701001 森林整備基金繰入金 1,195
２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】にぎわいと活力あるまちづくり（魅力とやりがいのある農林水産業）
　SDGs目標　15　陸の豊かさを守ろう　

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　鳥取県中部森林組合によるチップ工場施設入替。 補助金等の名称
　【補正の効果】 補助基本額 補助率 補助金額
　設備入替による生産能力30％向上により、間伐材利用の拡大と森林整備促進効果が発揮さ
　れる。

実施
計画

実施計画
計 上 額

６．財源の説明
　【繰入金】森林整備基金繰入金1,195千円

05款 02項 01目 011300000事業 三朝チップ工場改設負担金



款 05 03 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 2号補正 （単位：千円）

農林水産業費 項 水産業費 01 水産業振興費 所属 0101012200-0000 産業振興課（農林水産）

1,613 2,265 3,878 3,878

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 1,396 1,904 3,300

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債

事業

0213 漁業研修事業 (簡略番号：038010) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 農－水－その他 一般財源 217 361 578

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　定置網漁業の船員及び新規漁業者の独立に対する漁業研修費補助。指導経費、研修手当、 02 給料 17 備品購入費
　研修用具費、赴任旅費、移住定住準備金、住居・通勤手当について支援する。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 1,613 1,613
　【補正の必要性】 04 共済費 19 扶助費
　R6年7月1日より新たに研修生が制度を利用することにより漁業の安定経営を支援し担い手 05 災害補償費 20 貸付金
　の就業促進を図る。 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　【補正の内容】 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　県漁協から新規に1人分の研修事業費補助金交付の要望があり、これを支援する。 08 旅費 23 投資及び出資金
　〇県漁協泊支所　新規1名　令和６年度研修期間(予定):R6年7月1日～R7年3月31日 09 交際費 24 積立金
　　研修内容:小型定置網漁業　 10 需用費 25 寄附金
　　補助:指導経費(1/2補助)、研修手当(2/3補助)、研修用具日・住居手当(10/10補助) 11 役務費 26 公課費
　　※追加補正予算額　補助金　1,613,000円 12 委託料 27 繰出金

13 使用料及び賃借料 予備費
２．根拠法令 14 工事請負費
　鳥取県漁業研修事業費補助金交付要綱 15 原材料費 合　計 1,613 1,613

３．用地の状況 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
都道府県支出金 15020403411 漁業研修事業費補助金 1,396

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】にぎわいと活力あるまちづくり（魅力とやりがいのある農林水産業）
　【SDGｓ】目標14「海の豊かさを守ろう」

５．本年度の計画効果
　【本年度の内容】
　漁業研修事業費を支援する。
　【補正の効果】
　新規漁業就業希望者が、漁業技術や経営方法等を習得する。

６．財源の説明 補助金等の名称
　【県補助金】1,396千円 補助基本額 補助率 補助金額
　【一般財源】217千円

実施
計画

実施計画
計 上 額

05款 03項 01目 021300000事業 漁業研修事業
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款 06 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 2号補正 （単位：千円）

商工費 項 商工費 08 温泉熱水二次利用施設管理経 所属 0101012100-0000 産業振興課（商工観光）

437 958 1,395 143 1,252

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債

事業

0010 温泉熱水二次利用施設管理経常経費 (簡略番号：011499) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他 144 309 453
補助単独区分 目的区分 商－観光 一般財源 293 649 942

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　東郷温泉を利用した温泉熱発電後の温泉を国民宿舎水明荘とゆアシス東郷龍鳳閣で活用す 02 給料 17 備品購入費
　るための2次利用施設の維持管理や修繕を行うもの。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　【補正の必要性】 04 共済費 19 扶助費
　水明荘と龍鳳閣に送湯している送湯管の電磁流量計２台が故障しており交換する必要があ 05 災害補償費 20 貸付金
　るが、流量計価格上昇に対応するため補正するもの。また、龍鳳閣への送湯管エルボが腐 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　食しており交換する必要があるため補正するもの。 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　【補正の内容】 08 旅費 23 投資及び出資金
　修繕料437千円（一般修繕118千円、電磁流量計交換220千円、エルボ交換99千円） 09 交際費 24 積立金

10 需用費 437 437 25 寄附金
２．根拠法令 11 役務費 26 公課費

12 委託料 27 繰出金
３．用地の状況 13 使用料及び賃借料 予備費

14 工事請負費
４．基本計画との関連 15 原材料費 合　計 437 437
　【第4次総合計画】「未来を創造する先駆的なまちづくり」（資源・エネルギー対策の推
　進） 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　SDGｓ目標７「エネルギーをみんなにそしてクリーンに」 繰入金 18021401001 ふるさと湯梨浜応援基金繰入金 144

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　不具合の生じている送湯ポンプ設備の修繕を行うなど、二次利用施設の適切な維持管理に
　努め、発電後の温泉を町内2施設に供給することでその有効活用を図る。
　【補正の効果】
　発電後の温泉を町内2施設に安定供給し、その有効活用を図る。

６．財源の説明
　【繰入金】ふるさと湯梨浜応援基金繰入金　144千円
　【一般財源】　293千円 補助金等の名称

補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

06款 01項 08目 001000000事業 温泉熱水二次利用施設管理経常経費



款 08 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

実施
計画

実施計画
計 上 額

08款 01項 01目 002000000事業 広域連合負担金消防

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

６．財源の説明
　【一般財源】　1,325千円

　【本年度の計画】
　　消防及び救急に関する施設及び事務事業に要する経費を負担する。
　【補正の効果】
　　鳥取中部ふるさと広域連合が職員に対し、適切な通勤手当を支給することができる。

　【第4次総合計画】安全で住みやすいまちづくり(災害に強いまちづくりの推進) 15 原材料費 合　計 1,325 1,325
　SDGｓ　目標11「住み続けられるまちづくりを」

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
５．本年度の計画効果

13 使用料及び賃借料 予備費
４．基本計画との関連 14 工事請負費

11 役務費 26 公課費
３．用地の状況 12 委託料 27 繰出金

09 交際費 24 積立金
２．根拠法令 10 需用費 25 寄附金

　　広域連合負担金について補正する。 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　　・負担金　1,325千円 08 旅費 23 投資及び出資金

　　同広域連合が職員の通勤手当の取り扱いを改めることに対応するため。 05 災害補償費 20 貸付金
　【補正の内容】 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　職員等のほか事務事業に要する経費の負担金である。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 1,325 1,325
　【補正の必要性】 04 共済費 19 扶助費

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　　中部地区1市4町で組織する鳥取中部ふるさと広域連合の消防及び救急に関する施設及び 02 給料 17 備品購入費

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 消－その他 一般財源 1,325 251,398 252,723

県支出金
事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債

事業

0020 広域連合負担金消防 (簡略番号：012752) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 1,325 251,398 252,723 83,798 168,925

財
源
内
訳

国庫支出金

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 2号補正 （単位：千円）

消防費 項 消防費 01 常備消防費 所属 0101010100-0000 総務課
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款 09 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 2号補正 （単位：千円）

教育費 項 教育総務費 03 給食事業費 所属 0101012600-0000 教育総務課

事業

0215 泊小学校給食臨時経費 (簡略番号：037194) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 369 3,118 3,487 3,487

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

2,700
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債 2,700

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費

補助単独区分 目的区分 教－小学校費 一般財源 369 418 787

　【補正の必要性】 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　　給食施設設備の修繕・工事などを行う。 02 給料 17 備品購入費 369 369

　とから、新たに購入するための経費を追加するものである。 05 災害補償費 20 貸付金
　　じゃがいも等の皮むきを行う機器「球根皮むき器」(H17年購入)が本年4月に故障したこ 04 共済費 19 扶助費

　　備品購入費　369千円 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　【補正の内容】 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

２．根拠法令 09 交際費 24 積立金
08 旅費 23 投資及び出資金

　学校給食法 11 役務費 26 公課費
　地方教育行政の組織及び運営に関する法律 10 需用費 25 寄附金

13 使用料及び賃借料 予備費
　学校給食衛生管理基準 12 委託料 27 繰出金

15 原材料費 合　計 369 369
４．基本計画との関連

３．用地の状況 14 工事請負費

　

　【第4次総合計画】志をもって共に学び明日を拓くひとづくり 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　SDGs　目標4「質の高い教育をみんなに」

　　給食施設設備の修繕・工事などを行い、安全安心な環境で給食を提供する。
　【事業の効果】

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】

６．財源の説明
　【一般財源】　　369千円 補助金等の名称

　　厨房内の設備改修、厨房機器の修繕及び更新を行うことにより、施設の長寿命化を図る
　とともに児童に安全、安心な給食を提供することができる。

09款 01項 03目 021500000事業 泊小学校給食臨時経費

補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額



款 09 02 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 2号補正 （単位：千円）

教育費 項 小学校費 01 学校管理費 所属 0101012600-0000 教育総務課

事業

0009 東郷小学校管理運営臨時経費 (簡略番号：024357) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 259 75,142 75,401 75,401

財
源
内
訳

国庫支出金 9,712 9,712
県支出金

64,500
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債 64,500

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】年間を通じて、円滑な学校運営を行う。 01 報酬 16 公有財産購入費

補助単独区分 目的区分 教－小学校費 一般財源 259 930 1,189

　<経営の重点>「自分の学びを高めようとする」児童の意欲向上をめざす学校。特別な支 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　<学校教育目標> 「豊かな心で自ら考え行動する、たくましい児童の育成｣ 02 給料 17 備品購入費 259 259

　【補正の必要性】 05 災害補償費 20 貸付金
　援を必要とする児童の指導に関する研修を積み上げ一人一人の児童の力を伸ばしていく。 04 共済費 19 扶助費

　め、その購入費用を追加するものである。 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　　学校教育活動の記録及び安全性の向上のために必要なデジタルカメラが不足しているた 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　　　備品購入費(5台分)　259千円 09 交際費 24 積立金
　【補正の内容】 08 旅費 23 投資及び出資金

２．根拠法令 11 役務費 26 公課費
10 需用費 25 寄附金

13 使用料及び賃借料 予備費
　　教育基本法、学校教育法、学校保健安全法、湯梨浜町立小中学校管理規則 12 委託料 27 繰出金

15 原材料費 合　計 259 259
４．基本計画との関連

３．用地の状況 14 工事請負費

５．本年度の計画効果

　【第4次総合計画】志をもって共に学び明日を拓くひとづくり 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　SDGs目標4「質の高い教育をみんなに」

　【補正の効果】
　　学校教育活動を記録することでより豊かな学びに繋げることができ、また公用のカメラ

　【補正の計画】
　　学校教育活動の記録用のデジタルカメラを5台購入する。

６．財源の説明
　【一般財源】259千円　 補助金等の名称

　の使用によって活動における安全性の向上を図ることができる。
　

09款 02項 01目 000900000事業 東郷小学校管理運営臨時経費

補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額
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款 09 02 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 2号補正 （単位：千円）

教育費 項 小学校費 01 学校管理費 所属 0101012600-0000 教育総務課

事業

0105 羽合小学校管理運営臨時経費 (簡略番号：024522) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 304 8,451 8,755 8,755

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他
事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】年間を通じて、円滑な学校運営を行う。 01 報酬 16 公有財産購入費

補助単独区分 目的区分 教－小学校費 一般財源 304 8,451 8,755

　未来を切り開く子どもの育成～ 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　<学校教育目標> 「やさしく　かしこく　たくましく」～仲間とともに　地域とともに　 02 給料 17 備品購入費 304 304

　〇落ち着いた生活の中で、「個」と「集団」の力を伸ばす。　　　　　　　　　　　　　 05 災害補償費 20 貸付金
　<経営の重点> 04 共済費 19 扶助費

　〇地域とつながり、地域に根ざした教育活動を充実させる。 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　〇育てたい（身に付けさせるべき）資質・能力が身につく授業改善を進める。　　　　　 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　　学校における教育活動の記録及び安全性の向上のために必要なデジタルカメラが不足し 09 交際費 24 積立金
　【補正の必要性】 08 旅費 23 投資及び出資金

　【補正の内容】 11 役務費 26 公課費
　ているため、その購入費用を追加するものである。 10 需用費 25 寄附金

13 使用料及び賃借料 予備費
　　備品購入費(4台分) 304千円 12 委託料 27 繰出金

　　教育基本法、学校教育法、学校保健安全法、湯梨浜町立小中学校管理規則 15 原材料費 合　計 304 304
２．根拠法令 14 工事請負費

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】志をもって共に学び明日を拓くひとづくり

３．用地の状況 財源 科目コード 科目名称 今回補正額

５．本年度の計画効果
　【補正の計画】

　SDGs目標4「質の高い教育をみんなに」

　　学校教育活動を記録することでより豊かな学びに繋げることができ、また公用のカメラ
　の使用によって活動における安全性の向上を図ることができる。

補助金等の名称

　　学校教育活動の記録用のデジタルカメラを4台購入する。
　【補正の効果】

09款 02項 01目 010500000事業 羽合小学校管理運営臨時経費

６．財源の説明 補助基本額 補助率 補助金額
　【一般財源】304千円

実施
計画

実施計画
計 上 額



款 09 02 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 2号補正 （単位：千円）

教育費 項 小学校費 01 学校管理費 所属 0101012600-0000 教育総務課

事業

0127 少人数学級実施県負担金 (簡略番号：014042) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 △2,000 4,000 2,000 2,000

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他
事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費

補助単独区分 目的区分 教－小学校費 一般財源 △2,000 4,000 2,000

　年生が33人以下、県基準では小学1～5年生が30人以下、6年生が35人以下をもって学級編 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 △2,000 △2,000
　　きめ細やかな教育を実践するため、令和6年度の町基準では小学1～5年生が30人以下、6 02 給料 17 備品購入費

　担する。 05 災害補償費 20 貸付金
　制し、必要となる教員の増員にかかる県費負担教職員の人件費等を県への協力金として負 04 共済費 19 扶助費

　　当初予算編成時は、羽合小6年生、東郷小4年生が少人数学級対象学年であったが、年度 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　【補正の必要性】 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　ものである。 09 交際費 24 積立金
　末の転出入の結果、羽合小6年生のみが対象学年となったため、県への協力金を減額する 08 旅費 23 投資及び出資金

11 役務費 26 公課費
　【補正の内容】少人数学級実施県負担金　△2,000千円 10 需用費 25 寄附金

　公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する法律、鳥取県公立小・中・ 13 使用料及び賃借料 予備費
２．根拠法令 12 委託料 27 繰出金

15 原材料費 合　計 △2,000 △2,000
３．用地の状況

　義務教育・特別支援学校学級編制基準 14 工事請負費

　【第4次総合計画】志をもって共に学び明日を拓くまちづくり
　【SDGs】目標4「質の高い教育をみんなに」

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
４．基本計画との関連

　【本年度の計画】
　令和6年度は、羽合小6年生の学級編制にあたり県協力金を負担する。

５．本年度の計画効果

　【一般財源】 △2,000千円

　※県基準（1学級35人以下）を満たすために3学級編成（国基準では2学級編成）となり、
　教員が計1名増員となることから、県の協力金として町の負担2,000千円が発生する。（基
　準日は令和6年5月1日） 補助金等の名称

　　・計算式：児童数：79人／学級数：2学級＝39.5人
　　　　　　　児童数：79人／学級数：3学級＝26.3人

09款 02項 01目 012700000事業 少人数学級実施県負担金

　【事業の効果】 補助基本額 補助率 補助金額
　　学習中に児童一人一人の理解度、作業の様子や状況を把握しやすくなり、個々の児童に
　合った的確な支援をすぐに行うなどのきめ細やかな対応ができる。

実施
計画

実施計画
計 上 額

６．財源の説明
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款 09 02 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 2号補正 （単位：千円）

教育費 項 小学校費 01 学校管理費 所属 0101012600-0000 教育総務課

事業

0211 泊小学校管理運営臨時経費 (簡略番号：014127) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 173 3,199 3,372 129 3,244

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

1,400
経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他
事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債 1,400

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費

補助単独区分 目的区分 教－小学校費 一般財源 173 1,799 1,972

　<教育目標> ｢豊かな心と確かな学力を持ち、ふるさとを誇りに思い、未来を切り拓き、た 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　　年間を通じて、円滑な学校運営を行う。 02 給料 17 備品購入費 173 173

　<努力点>わかる授業の創造と確かな学力の育成。潮風の中でたくましく生きる心と体の育 05 災害補償費 20 貸付金
　くましく生きる児童の育成｣ 04 共済費 19 扶助費

　【補正の必要性】 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　成。ふるさとを誇りに思う児童の育成と開かれた学校づくり。 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　め、その購入費用を追加するものである。 09 交際費 24 積立金
　　学校教育活動の記録及び安全性の向上のために必要なデジタルカメラが不足しているた 08 旅費 23 投資及び出資金

　　備品購入費(3台分)　173千円 11 役務費 26 公課費
　【補正の内容】 10 需用費 25 寄附金

２．根拠法令 13 使用料及び賃借料 予備費
12 委託料 27 繰出金

　　 15 原材料費 合　計 173 173
　　教育基本法、学校教育法、学校保健安全法、湯梨浜町小中学校管理規則 14 工事請負費

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】志をもって共に学び明日を拓くひとづくり

３．用地の状況 財源 科目コード 科目名称 今回補正額

５．本年度の計画効果
　【補正の計画】

　【SDGs】目標4「質の高い教育をみんなに」

　　学校教育活動を記録することでより豊かな学びに繋げることができ、また公用のカメラ
　の使用によって活動における安全性の向上を図ることができる。

補助金等の名称

　　学校教育活動の記録用のデジタルカメラを3台購入する。
　【補正の効果】

09款 02項 01目 021100000事業 泊小学校管理運営臨時経費

６．財源の説明 補助基本額 補助率 補助金額
　【一般財源】 173千円

実施
計画

実施計画
計 上 額



款 09 03 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 2号補正 （単位：千円）

教育費 項 中学校費 01 学校管理費 所属 0101012600-0000 教育総務課

事業

0009 湯梨浜中学校管理運営臨時経費 (簡略番号：040880) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 261 1,418 1,679 1,679

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】三智創造を校訓とし、湯梨浜町の特色ある三つの地域の人材が集い、共に 01 報酬 16 公有財産購入費

補助単独区分 目的区分 教－中学校費 一般財源 261 1,418 1,679

　新たな智を創造することを学校づくりの目標に掲げ、学校運営を行っていく。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　学び、創造性豊かな人間形成を目指し、未来を見据え、開智、仁智、叡智を修めた人材が 02 給料 17 備品購入費 261 261

　　親愛：自らより良い人間関係を築き、思いやりを持ち、共に伸びようとする生徒 05 災害補償費 20 貸付金
　　立志：高い志を立て、その実現のため、共に学び合い、未来を創り出そうとする生徒 04 共済費 19 扶助費

　　　　　とする生徒 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　　創造：夢や目標に向かって自ら課題を発見し、ねばり強く取り組み、課題を追究しよう 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　【補正の必要性】 09 交際費 24 積立金
　　郷土愛：ふるさとを愛し、地域社会の発展に貢献しようとする生徒 08 旅費 23 投資及び出資金

　め、その購入費用を追加するものである。 11 役務費 26 公課費
　　学校教育活動の記録及び安全性の向上のために必要なデジタルカメラが不足しているた 10 需用費 25 寄附金

　　　備品購入費(3台分)　261千円 13 使用料及び賃借料 予備費
　【補正の内容】 12 委託料 27 繰出金

２．根拠法令 15 原材料費 合　計 261 261
　　教育基本法、学校教育法、学校保健安全法、湯梨浜町立小中学校管理規則等

14 工事請負費

４．基本計画との関連

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
３．用地の状況

５．本年度の計画効果

　【第4次総合計画】志をもって共に学び明日を拓くひとづくり
　SDGs　目標4「質の高い教育をみんなに」

　【補正の効果】
　　学校教育活動を記録することでより豊かな学びに繋げることができ、また公用カメラの
　使用によって活動における安全性の向上を図ることができる。 補助金等の名称

　【補正の計画】
　　学校教育活動の記録用のデジタルカメラを3台購入する。　

09款 03項 01目 000900000事業 湯梨浜中学校管理運営臨時経費

補助基本額 補助率 補助金額
６．財源の説明
　【一般財源】　261千円

実施
計画

実施計画
計 上 額
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－32－

款 09 04 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 2号補正 （単位：千円）

教育費 項 社会教育費 03 図書館費 所属 0101012900-0000 図書館

事業

0002 図書館臨時経費 (簡略番号：015829) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 173 2,427 2,600 2,600

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他
事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費

補助単独区分 目的区分 教－社会教育費 一般財源 173 2,427 2,600

　【補正の必要性】 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　　町立図書館の消防用設備の不良個所の修繕 02 給料 17 備品購入費

　【補正の内容】 05 災害補償費 20 貸付金
　　図書館利用者に安心・安全な施設を提供するため 04 共済費 19 扶助費

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　　修繕料　173,000円（光電式煙探知器2台の取替） 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　湯梨浜町立図書館設置条例、管理運営規則 09 交際費 24 積立金
２．根拠法令 08 旅費 23 投資及び出資金

３．用地の状況 11 役務費 26 公課費
10 需用費 173 173 25 寄附金

４．基本計画との関連 13 使用料及び賃借料 予備費
12 委託料 27 繰出金

　　　　　　　　　　（地域でつながり、生涯にわたり学び続ける環境づくり） 15 原材料費 合　計 173 173
　　ＳＤＧｓ　目標４「質の高い教育をみんなに」

　【第4次総合計画】　志をもって共に学ぶ明日を拓くひとづくり 14 工事請負費

　　図書館設備を整備することにより、利用者に安心・安全な空間を提供できる。
　

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
５．本年度の計画効果

　【一般財源】173千円
６．財源の説明

補助金等の名称

09款 04項 03目 000200000事業 図書館臨時経費

補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額



款 09 04 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 2号補正 （単位：千円）

教育費 項 社会教育費 06 文化振興費 所属 0101012700-0000 生涯学習・人権推進課（生涯

事業

0014 施設管理費 (簡略番号：016009) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 531 3,036 3,567 75 3,493

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他 58 1,080 1,138
事業期間 令 5. 4. 1～令 6. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 地方債

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費

補助単独区分 目的区分 教－社会教育費 一般財源 473 1,956 2,429

　　・旧岡本邸地内のスギ・ヒノキの伐採 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　　・橋津藩倉（古御蔵・三十間北蔵）の消防用設備の不良個所の修繕 02 給料 17 備品購入費

　　・消防用設備を適切に整備し、文化財の保護を図るため。 05 災害補償費 20 貸付金
　【補正の必要性】 04 共済費 19 扶助費

　【補正の内容】 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　　・伐採することにより枝葉の飛散や倒木等の危険を防ぐため。 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　　委託料　418千円（スギ1本　ヒノキ3本の伐採） 09 交際費 24 積立金
　　修繕料　113千円（消防用設備機器収納箱及び予備バッテリーの交換） 08 旅費 23 投資及び出資金

２．根拠法令 11 役務費 26 公課費
10 需用費 113 113 25 寄附金

13 使用料及び賃借料 予備費
　湯梨浜町文化財保護条例 12 委託料 418 418 27 繰出金

15 原材料費 合　計 531 531
４．基本計画との関連

３．用地の状況 14 工事請負費

　ＳＤＧs　目標４「質の高い教育をみんなに」

　【第4次総合計画】志をもって共に学び明日を拓くひとづくり 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　　　　　　　　　（文化、伝統、豊かな自然の継承と再発見） 繰入金 18021401001 ふるさと湯梨浜応援基金繰入金 58

　伐採することにより枝葉の飛散や倒木等の危険を防ぐことができる。

５．本年度の計画効果
　消防用設備を適切に整備することにより、文化財を適切に保護することができる。

　【一般財源】　473千円

補助金等の名称

６．財源の説明
　【繰入金】ふるさと湯梨浜応援基金繰入金　58千円

09款 04項 06目 001400000事業 施設管理費

補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

－33－


